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区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の

確立及び当事者意識の

向上 

 

〇計画的に服務研修を実施している

が，実施した研修等が当事者意識を

向上させているか検証しにくい。 

 

 

 

〇服務研修の方法や内容等を見直し，

ロールプレイなど体験的な研修を

工夫し実施する。 

 

○実体験を語り合えるような研修を

実施する。 

〇全ての教職員を対象に服務研修に係るア

ンケート調査を行い，行動目標の達成に向

けた研修方法や内容等を改善する。 

 

○不祥事防止委員会のメンバーで，アンケー

ト結果等をもとに改善策をすすめる。 

 

〇学期に１回，服務研修に

ついてのアンケート調

査を行う。 

 

学校組織としての不

祥事防止体制の確立 

〇情報が担当者にとどまり，全体とし

ての情報連携が不足することがあ

る。 

 

 

○全体に連携すべき内容は，学年・分

掌内で確実に確認する。 

 

〇教職員同士のコミュニケーション

をさらに促進し，組織で仕事を進め

ることができるようにする。 

 

 

〇学年や分掌内で情報連携を進めるととも

に，互いの仕事の進捗状況を確認し，特定

の者に負担がかからないよう集団でサポ

ートする体制をつくる。 

 

○風通しのよい職場づくりや，教職員同士及

び家族，生徒など身近な人を大切に思う雰

囲気づくりにつとめる。 

 

〇不祥事防止委員会で，少

なくとも月に１回は情

報交換を行い，状況を把

握する。 

 

相談体制の充実 〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト，いじめ相談窓口」の周知はして

いるが，相談がないということで，

次への動きがない。 

〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト，いじめ相談窓口」の周知を繰り

返し行い，相談しやすい体制をつく

る。 

〇学校だよりで保護者等に周知するととも

に，校舎内全ての教室にポスターを掲示

し，担当の教職員を明示する。 

 

〇学期末懇談会など機会を通して常に保護

者から体罰，セクハラ，いじめについて聴

取するように心掛ける。 

 

〇学期末に生徒，保護者及

び本校教職員を対象に

アンケートを実施する。 

 

〇聴取できたことは，些細

なことも記録に残す。 

 

 

不祥事根絶のための行動計画 

１ 私たちは，不祥事を自分のこととして捉えます。 

２ 私たちは，見直しを行いながら取組を継続します。 

３ 私たちは，身近な人を大切にします。 


